
〔翻訳〕

た く ま しい 少 女 た ち 、 繊 細 な 少 年 た ち

― ヨハ ン ナ ・シ ュ ピー リの 児 童 文 学 作 品 に つ い て ―

ヴェ レー ナ ・ル ッチ ュ マ ン

川 島 隆 訳

序l

「そ こで のあなた の語 り口には、ま るで迷 いが あ りませ ん」とコン ラー ト・フェル デ ィナ ン ト・

マイ ヤーは 、1880年7月7日 の ヨハ ンナ ・シ ュ ピー リ宛 の手紙で書いて いる。 これは 『ハ イジ

の修 行時代 と遍歴 時 代』 を読 んでの ことで、献本へ の感 謝 を述べ たあ と、彼 は こ う付 け加 えてい

る。 「私 はそ こか ら多 くを学 びま した」。 このマイヤー書簡か らの引用 は、 しば しば看過 され が ち

な ヨハ ンナ ・シ ュ ピー リの一 面 を浮 かび上が らせ る。彼 女は必ず しも― また は、ただ単 に一

あのハイ ジのよ うな、 大 自然 の 中だ けで しか生 きられ ない 《アルプス の少女》 ではなか つた し、

チ ュー リヒ市書 記官 の 妻 と して不幸 と不満 をか こちなが ら生涯 を費や した女性 とい うわ けで も

なかつた。シュ ピー リが 友人や 知人 に宛 てて書いた手紙 を読 めば、相 手 によって調子がす っか り

異 な るこ とが分 か るだ ろ う。まず 、彼女 が 自らの抑欝状 態や 罪悪感、心の 乾きについて述べ てい

る、同 性の友人宛 の手紙 が あ る。 こ うした手紙 は、 ときに熱 に浮か され た よ うな調 子 を帯 びる。

もっ と後の手紙 、例 えばC・F・ マ イヤー宛の ものは 、迷 いな く判断 を下す ことので きる、冷 静

な書 き手の人柄 をか いま 見せ てい る。その他 にも、特 に姪 のア ンナ ・ウル リヒ宛の手紙 のよ うに、

今 日なお 「子 ども と子 どもを愛す る人のた めの物語」の中で説得力 を発揮 して いる、あの機知 と

活力 とが表現 されて い る手紙 があ る。つま り、シュ ピー リは書 簡の 中で、そのつ ど自分 が手紙 を

書 いてい る相 手に合 わせ て、 まった く異 なる複数 の顔 を使い分 けてみせ てい るのだ,

そ して ヨハンナ ・シ ュピー リは、出版 した作品 におい ても、書簡 の場合 と同様 、そのつ ど対 象

とな る読者層 に合 わせて 手法 を使 い分 けていた。その こ とに疑 いの余 地は少 ない。彼女 はそ の際、

それ ぞれ のジャ ンル ― 大人 向けの教化文 学、少女小説 、子 ども向けの物 語一 一で通用 して いる

約束 事 に、そのつ ど依 拠 した のであ る。
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シ ュピー リ自身が 自らの作品 を、高 尚な文 学に寄与すべ きもの、すなわち 自律的な価値 を もつ

芸 術 とは 見な していなか つた ことは、彼女がC・F・ マイ ヤー宛 の手紙で述 べてい るさま ざまな

発 言か ら明 らかになる。彼女 はマイヤー に しば しば 自分の新刊 を送 つた し、彼の方 も同 じことを

した。彼 は1883年 、民衆 カ レンダー 『ライ ヒスボーテ』(DerDezrtscheReichsbote)に 掲載 さ

れ た シュ ピー リ作品を受け取 った。 これ に関 してマイヤー は次の よ うに彼女 に書き送ってい る。

「当初は ス トー リー とモチー フの単純 さに軽 く違和 感を覚えたのです が、あ とか ら感嘆せずには

い られませ んで した。あなたが無か ら何 ものかを、それ も美 しい もの を創 り出 してい ることに。」

シュ ピー リは こ う答えてい る。 「私の暦物語 がきわめて単純 なた ぐい の もの だ とい う点、あなた

のお っ しゃるこ とは多分正 しいで しょ う。 こんな ものを書 くの は、あなたには似つかわ しくあ り

ませ ん。 思 うに、あなた には豊か さと力の樹 益が あ ります か ら、 こんな枠組 み はす ぐ打 ち壊 して

しま うはず。 こん な分野が、私 にはち ょうどいいのです。私は、粗悪な言葉 を追いの ける言葉 を

民 衆の あいだに広 めることが できた と感 じられた ら、それで満足 です。」1こ の言 葉で もって、

シュ ピー リ自身 はキ リス ト教 的な民衆文学の系譜 に 自らを組 み入れて いる。このジ ャンルの作者

た ちは神 学お よび民衆 教育の言説に接続 していた のであ り、芸術 家 と しての使命感が作家活動の

動機 にな って はいなか ったのであ る。

つ ま り、シュ ピー リが敬度主義的 な出版社 のために大人向 けのテクス トを書 くときには、それ

は教 化文学で あった。少女小説 を書 くときには、当時の少女文学 において規 範 とな っていた よ う

なモ チー フや問題 解決の手段 を採用 した。 そ して 「子 どもと子 どもを愛 する人のための物 語」に

お いては、それ とはまた別 の、児童文学上 のモデル を利 用 した のである。以 下では、と りわ け登

場人物 の描 き方 に関 して 、シュ ピー リが どの ような児童文学上 のモデル に依 拠 していたか を示す

こ とを試 みる。その際 対象は もつぱ ら子 ども向 けの作 品のみに絞 るこ ととす る。 シュピー リの

大人 向けの作 品 と少女小説は、 ここでは扱わ ない。2

1.ド イ ツ語圏 の児童文学 との平行関係l一 ブィル ダ― ムー トとシュ ピ― リ

ヨハ ンナ ・シュ ピー リは1878年 か ら1894年 のあいだに、長短 あわせて16冊 の 「子 どもと子

どもを愛 す る人 のための物諭 を出 した。 二冊の 『ハイ ジ』本 を除 き、これ らの 「物語」は今 日

で はほぼ忘れ去 られてい る。同時 代の ドイ ツ語圏 の児 童文学―般 も、やは り同 じ運命 をた どつた。

この当時、 どんなイ賭 がいたかを今で も知 つてい るのは、せ いぜ い専門家 く らいの ものであ る。

lC・F・ マイヤーからシュピー リ宛、1883年9月2日 。シュピーリからマイヤー宛、1883年9月3日 。Zeller,

X1977),5.47.
aシ ュピー リの少女小説については、以下のア リス ・エ ッ トヴァインの論考 を参照せよ。Ettwein,Ahoe:

JohannaSpyrisSinaimKontextdeszeitgen�sischenM臈chenbuchs.IriLesarten,5.63-89.
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1892年 、当時 よく読 まれ た児童 雑誌 『わかば ちゃん の暇 っぶ し』(Herzbl舩tchensZeitverizleb)

の第27巻 の 目次 に挙が つてい る作 者名 を見 る と、パ ウリーネ ・シ ャンツや作家 兼編集者 のテク

ラ ・フォ ン ・グ ンパ ー ト以外 で は、今 日ではす つか り忘 れ られた作家 ばか りだ,も しシュ ピー リ

が1880年 に 『ハ イジ の修行時 代 と遍歴 時1ざ』 を出 していなかった ら、 おそ らく彼女の名前 も、

その忘れ去 られ た名前 の うちに紛れ て いた ことだ ろ う。

同 時代 の批 評 におい て 、シ ュ ピー リは、やや年 長の作 家オ ッテ ィー リエ ・ヴィル ダー ムー ト

(1817―1877)と しば しば並 び称 され た。例 えば、当時は教師 を して いた作家ヤー コプ ・ク リス

テ ィアン ・ヘール の1891年 の文章 に よる と、シュ ピー リ作品 には 「全 体 として、ま こ とに女 性

的 な、生 の真実を伝 え る詩情 が充満 してい る。これ らの作 品に比 肩 しうるのは、私の知 るかぎ り、

チ ュー ビンゲ ンに帰郷 した作家オ ッテ ィー リエ ・ヴィルダー ムー トの著作 のみであ ろ う。両者の

平 行関係 は、その心 情的 ・宗教 的 な内容 か らして 、必然であ る。」3実 際 、二人の女 性作家の作

品 は多 くの類似点 を示 してい る。二 人 とも 「民衆のた めに」、そ して子 どものた めに作 品を書 き、

二人 とも、少 な く とも短 かめの作 品にお いては、教化 文学の伝統に連 なっている。そ して二人 と

も、よ く似たモチ ー フを多用す る。 両親 の病気 と死や、故郷喪失や、孤児 とな つた子 どもの困窮

な ど。-19世 紀後 半以 降の ドイ ツ語圏 のみ な らず 、児童文学 にお いて広 く人気 を博 して いる

モ チー フである。 ヴィル ダー ムー トは 、これ らの教化 文学 に近い作品 の他 に、 ときお りメルヘ ン

的 な作品 も書 いてい るのだ が、シュ ピー リの場 合は 、メルヘ ン的 ・フ ァンタジー 的な ものは―切

見 られな い。 この 点は 、聖書 に由来 す るもの以外 のあ らゆるメルヘ ン的 ・驚異的 なものを厳 格に

退 け る、敬 度主義の 文学実 践の特 徴なの かも しれ ない。4

全体 として、ヴィル ダー ムー トは 自作 の登場 人物た ちが暮 らす生活 世界への関心 が深 く、それ

は ときに、郷土 史的 な方向 を示 す。 その よ うな関心は シュピー リに は見 られない。彼 女は 自分 が

描 く人物 たちに集 中 し、彼 らをきわめ て正確 に観 察 し、人 物がそれ ぞれ言葉や動 作で 自分の特 性

を示 すよ うに仕 向け 、彼 らを個 性 的に 性格 づけ る。 よ く知 られ てい る例 に、『ハイ ジの修行 時代

と遍歴 曙 糊 に出て くる家庭教 師の先 生がい る。 この人の しゃべ り方 は、ゼーゼ マンのお ば さま

に とって もゼーゼマ ン氏 に とって も 「やや 煩わ しい」。5ま た、『ジル ス湖 とガル ダ湖 の ほ とりで』

では 、一人 の素 朴な農 夫が 、 自分 の娘 をイ タ リア にや るか どうかの決 断 を迫 られ る。彼 は、い ざ

決断 を固 める前 に、 「皿 を脇 に置 き、帽 子 をかぶ った。 食事 は済んだ し、難 しい こ とを考 える際

に は、彼 に帽 子を かぶ るこ とに していた のだつた。ま るで、帽子のおか げで考えが よくま とま る、

sHeer11891) ,5.76.
4こ れに関しては、 レギーネ ・シン ドラーの論考を参照eSchindler(1999),S―180f
5Spyri ,Johanna:HeidisLehr-undWander臧re.Gotha1880,S,155― 以下の本文中、シュピー リ作品か ら

の引用箇所は、括弧内に初版の頁数のみを入れて示70(舶 伽",5.274に 所収の作品 目録を参照のこと。)
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とで も思 って いるかのよ うに」(98)。 こうした 目立た ない細 部描写に よって、シュ ピー リは登場

人物 に命 を吹 き込む。彼女 が描 く人物 た ちの多 く、特 に子 どもた ちは、心理学的 な的確 さによ り

裏づ け られ 、説得 力がある。それ に対 して、物語 の舞台はたいて い曖昧で、ステ レオタイ プ的に

描かれ ている。た だ し、ス トー リー の進行 のために風景が何 らかの機 能 を負 うとき には、事情 が

異 なる。 そ うい う場合、風景は高 め られ 、感1青を込 めて描 かれ る。

教 化文学 の形式 要素、例 えば祈 りと歌、苦 しい ときは神 にすがれ とい う命令 の反復 な どの要素

は、ヴィル ダー ムー トにおい て もシ ュピー リにお いて も数 多 く見 られ る。「神 が支 配の座 につ き、

全 てを導 く」 とい う信頼 を、良 い とき も悪 い とき も失わないの は、『テ ィ トスお じさんの休 暇』

の ドー ラだけで はない。同 じ詩行 が他の シュピー リ作 品に もよく引用 されて いるのt特 に印象

的なのが、『カ ンダー グル ン トの トー二』の母親 が歌い、病身 の息子のfを もた らす 歌の役割

であ る。 ヴィル ダームー トに もま して強 レ信 頼 で もって、シュ ピー リは 自作の 中で 、運が向いて

くる ことを、祈 りが聞 き届 け られた結果 、あるいは神 への揺 るぎな吋 言頼への報酬 として説明 し、

問題 解決の手段 として、奇跡 の よ うな偶然 を持 ち出 して くる。この点について児 童文学批評 家の

ハイ ン リヒ ・ヴォルガ ス トは1896年 、次のよ うに書 いている。 「全 てのでき ごとの原因 と結果は

自然界の中に あるはず なのだが、作者の宗教 志向のせ いで、彼女 の作品の登場 人物た ちは全ての

もの ごとの 中に神 の指 を見て、それ を崇めるので ある。」6こ の よ うに神 の支配 が全 てに浸透 し

てい ることは 、シ ュピー リの文 学が宗教的環 境か ら出て きた こ とを示 してい る。 しか しなが ら、

シュピー リの子 ども向けの物語 を教化的な児童文学 に分類 するの ぽ性急す ぎるで あろ う。それは

『ハイ ジ』だ けでな く、後の長めの作 品につい て も言 える。『テ ィ トスお じさんの休日剛(1881)、

『グ リ トリの子 どもたちは どこまで来たか』(1883)、『グ リ トリの子 どもたちは先へ進む』(1884)、

『アル トゥール とスク ワ レル』(1888)、 『コルネ リは教育 され る』(1890)、 『ヴィル デ ンシュタ

イ ン欄(1892)、 『レーザ家 の一人』(1894)な どで ある。 また、短編 作品にっ いて も部分 的に

同 じことが言 える。

シュ ピー リが実 際に既存の文 学 ジャンル の約束 事に依拠 していた と仮 定 してみ よ う。す る と、

疑問 が浮かぶ。 い かな る児童 文学上の伝統お よび モデル に、なのだ ろ うか。 『ハ イジの修行 時代

と遍歴日旅 』 は、同作 をゲーテ の 『ヴィルヘル ム ・マイス ター』 と結びつ けてい る作 品タイ トル

か らして、高尚な文学 ジャ ンル となん らかの関係にあ るの は明 らかであ る。その 関係 につ いては、

参考文献 に挙 げたハイデ ィ ・M・ ミュラー とベ ッテ ィーナ ・フ レルマ ンが説得力 をもつて示 して

いる。アイ ヒェン ドル フの風景描 写への近 さについ ては、同 じくハ ンスユル ゲン ・キーペ が論証

6ヴ ォルガス ト『我らの児童文学の1参状1、第7版 より。Wolgast,Heinrich=DasElendunsererTugendliteratur.

EinBeitr-agzurk�stletzschenErziehungderJugend7.Auf1.Worms1950,5.217.(Hamburg1896]
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している とお りで あ る。 しか し、 ドイ ツ語 圏の児童文学へ の関連 性を取 り出そ うと して も、到底

うま くはい くま い。 シュ ピー リの 子 ども向けの物 謝 乍品を分類すべき児童 文学上 の環 境は、私 の

考 えでは、 ドイツ語圏 に は見つ か らない。 はるかに もつ と関連性が深 い のは、当時のイ ギ リスの

児 童文学で ある。他 な らぬ 『ハ イ ジ』 において も、そ してそ れ以 外の作品 にお いて も、イ ギ リス

児 童文学 に登場す る子 ども像 が姿 を現す のである。

そんなわ けで 、シュ ピー リがその つ ど自分が選んだ ジャンル の因習 に従 つてい た とい う想定 は、

彼 女 は 自分 のイ メー ジや モ チー フ をイ ギ リス児童文学 か ら借 りてきてい た とい う想 定に よつて

補 完 され る。 これ を裏 づ け るため 、以 下ではまず 文学の商業 的な側面、すなわ ち書籍市場 とい う

レベルお よび伝記 翁勺な背 景 に 目を向 けたい。そ して さらに、シュ ピー リの児童文 学作品 に登場す

る子 どもたち と女 性た ちA9を 概観 し、そ こか ら彼 らの ジェンダー役 割 を解 釈す る と、英 国の

児童文学 との平行 関係 がは っ き り目に映 じて くるこ とだろ う。

2.イ ギ リス児童 文学 への関 係:伝 記 的前提

シ ュピー リは家族 を介 して、南 ドイ ツお よび スイ スの 《覚醒運 動》 あ るいはネ オ敬 度主義 と接

点 を持 っていた し、 同 じ運 動の北 ドイ ツでの代表者 に もつなが りがあ つた。 この運動 は19世 紀

の初頭以来 、数多 くの大小 の 出板社 お よび印刷所 を勢力下に置 き、高度 に組織 化 された堅実 な販

売ネ ッ トワークを広 げてい た。 ドイ ツ語圏 の敬 度主義運動 と、イギ リスにお ける同趣 旨の諸 団体

との あい だには緊密 な結びつ きが あった。 中で も、バーゼル ・キ リス ト教 協会 出版社 は トラク ト

協会(英 国冊子 協 会)や キ リス ト教 知識 促進協 会 と緊密 に共同作業を行 つていた。19世 紀 の末

ごろ、これ らの 出 板社 か らは 、何 冊 かの英語の児童書が訳 されて 出版 され る。 その 中には、 トラ

ク ト協会 が擁す る最 も重 要 な女性 作 家 の一人 、ヘ スバ ・ス トレッ トン(本 名セ ア ラ ・ス ミス、

1832―1911)の 著作 も含 まれ て いた。 これまでに見つか つてい るシュ ピー リの書 簡その他の資料

か らは、そ うした翻 訳本 を彼 女 が読 んでいた ことを示す具体的 な証拠 は挙 がつて いない。しか し、

例え ば彼女 はブ ピコンの フ リー トヘル ム校 の婦 人委員 会のメンバー と して 、児童 向けの読 み物 を

め ぐる間題 に携 わ らね ばな らなか った はず で、英語か らの翻訳 書などに触 れ る機 会があ った こと

は想像 に難 くない。 シュ ピー リは 、 さらに別 の経路 か らも、社 会参加 を基調 とす るイギ リス児童

文学 に触れ ていた可能 性が あ る。 す なわち、シ ュピー リ作品をフ ランス語 に翻 訳 した カ ミー ユ ・

ヴィダール との交友 関係で あ る。7ジ ュネ ー ヴ出身 の ヴィダー ルは、国際廃娼同盟 とジ ュネー ヴ

女 性連盟 の一員 で あつたが 、いずれ もイ ギ リス にお ける同趣 旨の組織 と緊密な協力 関係 にあ った

7シ ュピー リと仏訳者カ ミーユ ・ヴィダールとの関係に関しては、 ドニーズ・フォン ・シュ トッカーの論考を

参照のこと。Stockar,Denisevon:LesdebutsdeHeidienSuissemmande―CamilleVidar.In:Lesarten,

5.107-116,hier5.107ff
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団体で ある。イギ リスでは 、ヘスバ ・ス トレッ トンの よ うに宗教団体 に属 していた女 性作家 たち

も、廃娼 運動団体 とは近 しい関係 を結 んでいた。した がって、イギ リス とスイ ス両 国にまたが り、

社 会参加 に積極 的な プ ロテス タン ト系 の女性 たちが共 通 の精神 的背景 を形成 していた ことは間

違 いないので ある。8

3.シ ュ ピー リの児童文学 作品における少年 と少女

ヨハ ンナ ・シュ ピー リは、―連 の少女小説作品、 中でも とりわ け 『ジーナ』に よつて、保 守的

で女性 解放 に反 対ず る立場D女 性とい う評 価を固定 して しまつた。彼女 が保守的 であつた ことは、

おそ らく間違 いない。 しか しなが ら、これまた疑問の余地 のない ことと して、女性解放 に対す る

彼 女の 立場 は、彼 女の少女 小説や処女作 『フ ロー二の墓 に捧 ぐ一剰 な どを一瞥 して感 じられ る

ほ ど一義 的に否定的 であ つた とは言 えない。先に注 に挙 げたア リス ・エ ッ トヴァイ ンの 『ジーナ』

解 釈 は、保守的 な作家 とい うシュ ピー リ評価 を相対化 す るで あろ うし、また ギーゼ ラ ・シェ ンク

は学位論文 の中で 、女 性の職業お よび学業についての シュ ピー リの 発言 が両義的 であ り、一概に

否定的 であった とは言えな いことを指摘 してい る。確 かに、シュ ピー リの児童文学作品 には、軽

率な結婚 を病 気 と死 でもって瞭わ され る女 性たちの よ うな、因習 的な女 性像が登場す る。9あ る

いは 、『グ リ トリの子 どもたちは どこまで来 たか』 のノー ラとエルス リ、『岩棚』のフ ァイエ リの

よ うな虚弱 な少女 たち。シ ュピー リはそ うした少女 た ちに 、あの世での幸福 を夢み させ 、喜んで

永遠 の眠 りにつかせ るの凪 とはいえ、た くま しくて行動 力のあ る少女 の方が数 は多 い。彼女た

ちの 冒険が、作 中でス トー リーを前 に進 める原動力 とな る。作者 シュピー リの共 感は、明 らか に

彼女 たちに寄せ られてい る。『グ リ トリの子 どもたちは どこまで来 たか』 のエ ミー が、そん な少

女の ―例 であ る。―l彼 女はいつ も、何か間違 ってい る と思った ことが あつた ら、す ぐさま他 人

事 に首を突つ こむ。 とて も着想豊かなや り方で。彼女 の兄弟 たちは、それが骨身 に しみてい る。

「あいっ、ま た何 か企 んで るぞ。 〔…〕何か用事 させ ておか なかつた ら、いつた い何 を しでかす

もの だか分 か らないよ」 と彼女の兄は言 う。 も う何度 か、お か しな事 件が勃発 したあ との こ とで

ある(45)。

シュ ピー リの児 童書で は、『アル トゥール とスク ワ レル』のス クワ レル 、『ヴィルデ ンシュタイ

ン刎 のメー ツ リ、『テ ィ トスお じさんの休暇』 の リ リな どは、みなエ ミー よ り年少 に設定 され

て いるが、や は り同じタイ プの女の子である。 シュ ピー リの少女ノ」説 に も、同 じく冒険心が旺盛

8こ れに関して、より詳 しくは、アンネ=マ リー ・ケッペ リ 『崇高なる十字軍 プロテスタン ト系女性運動に

おける倫理 と政治』を参照。K舊peli,Anne-Marie=5α 伽 θαη畑db!肋4μ θθ`μ～必的 μθd召池血 腔 ㎜θ

ρ即舶5勘2云1875-1928..Geneve1990.
9イ ヴォンヌ ・フノレ―リの論考を参照eFluri(2001).
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で恐れを知らぬタイプの少女たちが登場する。だが痛ましいことに、彼女たちは作中で、やがて

非の打ちどころのない若いご婦人へと飼い馴らされてしまうのが常である。例えば 『ジーナ』の

主人公にも、この公式を思わせる点が多々見られる。それに対して子ども向けの本では、女性の

登場人物たちに、また別の未来が待つているように予感される。彼女たちは確かに、成長すると

「前より理性的」になりはする。つまり子どものときほど思いつきのままに動くことはなくなる

のだが、行動力そのものを失うことはない。そして彼女たちは、桂会的な課題を実現するため、

その行動力を投入するのである。最も典型的にその特徴が表れているのは、『ヒンターヴァル ト

にて』であろう。この短編では、若い女教締フランツィスカが、ブルジョワ女性団体の計画に即

して啓蒙活動を行い、一つの村全体の衛生状態と労働伏況を改善するのだ,

エミー、スクワレル、メーツリ、リリには、そしてもちろんハイジにも、それぞれ友人ないし

兄弟として男性のパー トナーが配置されている。少女たちはそのような男性を、ごく優しくでは

あるが、支配下に置く。エ ミーは、画家になりたいのに両親が貧しいために工場で働かなければ

ならない少年ファニの面倒をみて、冒険的な企てを何度か試みたあげく、彼を自分が思うとおり

の道に進ませるのに成功する。『グリトリの子どもたちは先へ進む』では、そんな企ての一つが

大規模な破局を招きかけ、エ ミーは叔母に助けを求めるはめに陥る。「もちろん、何も悪だくみ

はしないってママに約束したのは覚えてたんだけど、でもこう思つたの。これは別に、悪だくみ

したことにはならないわよね、ファニには自分のやりたいことが分かつていて、でも方法が見つ

からないだけ。だから私が味方してあげようつて」(140)。スクワレルは、両親を亡くしたアル

トゥールの郷愁を和らげるため、さまざまな思いつきをしてあげる。『ティトスおじさんの湘剛

のリリは双子の弟ヴィリと仲が良く、「往々にして、やつてはいけないと自分でもよく分かつて

いる」ことを何度もやつてしまうのだが、計画を立てるのはいつもリリの方である。なぜなら、

「ヴィリは目に見えるものの方が好きで、目に見えないものを頭の中で想像するのはいつも骨が

折れ、たいていはリリに助けてもらってはじめて少しなりとも想像できるようになるのだつた」

から(47,73)。

これらの行動力ある少女たちに比肩する行動力をもつ少年たちは、シュピーリ作品中には姿を

見せない。彼女の児童文学作品に出てくる男性の主要人物は、芸術家としての才能に恵まれた、

繊細な少年として設定されていることが多い。彼らは自分の道を見っける前に、決まって苦しみ

の段階を経なければならない。『グリトリの子どもたちはどこまで来たか』の画家志望のファニ

も、その一例である。とりわけ印象的なのが、『カンダーグルントの トー二』の主人公であろう。

トー二は、母親が貧しいので、彫刻家の修行をするための授業料が払えず、山の上で一人きりで

牛の番をしているうちに、とうとう不安と孤独のあまり気が狂いそうになる。『レーザ家の―人』

のヴィンツエンツは、音楽家になるために父親の激しい反対を押し切らねばならない。こうした
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設定において、シュピーリは因習的なジェンダー役割概念にきわめて接近している。芸術家の才

能に恵まれた女性の登場人物は、ほぼ皆無と言つてよい。確かに 『ヒンターヴァルトにて』の女

教師フランツィスカは絵を描くのが好きだが、しかしながら本当に才能があるのは彼女ではなく、

彼女の生徒である問題児シェルの方なのだ、

大人の男性は多くの場合、思いやりのある偉い人か、気むずかしい変人かのどちらかに描かれ

ており、印象が薄い。短編 『みんなに慰めを』の農夫ネッセルバウアーは、妻が三度目に妊娠し

たとき、三人目の息子ができたら、山積している仕事を片付けるのに役立っだろう、と考える。

しかし娘なら

欲しくない。女のする仕事は、今でも妻が一人で片づけている。まじめに黙々と働く女

だから。そこに若い娘なんかが来ても、ぺちゃくちゃ喋つて時間を無駄にするだけt

おまけに若い娘というのは欲張りだし。そのことはよく分かっている。だが、息子なら

何かと使い道があるはずだ,〔一〕 しかし彼が部屋の中に入ると、妻は言った。「男の子

じゃなかつた。女の子だよ。」

そこで農夫はひどく不機嫌になつた。こんなことは計算外だ冨 そうかい。そんなもの

てめえの好きにしろ」と彼は言い、また外に出て行った。

日曜日が近づいてきた。赤ん坊を村に連れて行き、洗礼を受けさせる日だ、そこで母

親は尋ねた。「子どもに何て名前を付けようか。まだ決めてなかつたよね。」

すると農夫は答えた。「エヴァとでも付けておけ。最初に男に不幸を運んで来やがつた

女の名前さ。」(5)

この娘エヴェリは、素朴な善意と優しさで、父親と仲の悪かった隣人を説得し、父親が長いこと

欲しがっていた農地を売ってもらうことに成功する。「『あの土地は、今日中にでも売ってやるさ。

そうしてほしければ,感謝なら、俺にではなく、あんたの娘にするんだな。あの子は俺に親切に

してくれた。あんたのような人間にあんな子ができるなんて、俺には奇跡としか思えないがね』」

(57)。長年にわたつて自分の娘をわざと無視しっづけてきた父親は、このとき初めて娘の存在

を認めるの属 しかし彼は、いまだ性役割にまっわる偏見に囚われたままである。エヴェリが、

ご褒美として病院で働いてもいいという許しを求めると、父親は理解に苦しむ。「こんなやつが

自分の子どもだとは。何でも欲しいものをくれてやると言われているのに、手を開きもしないと

はdそ んなことは彼の理解を超えてい鳥 とはいえ彼は、この子が自分の主張に固執する頑なさ

に、紛れもなく自分との血のっながりを感じ取ったのであつた。『こいつが男だったら、うちの

稼ぎ頭になったかもしれんな』と彼は密かに思つた」(60)。
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ともあれ男性の登場人物のうちにも、一筋縄ではいかない人物像が姿を見せる。『ヴィーゼリ

の道はいかに見出されたか』では、主人公ヴィーゼリが母親に死なれ、それから不親切な親戚の

もとで苦しい時を過ごしたあと、指物師のアンドレースに引き取られて養子となる。彼女は養父

のことをお父さんと呼ぶが、彼はむしろ母親の役割をイヤテしていると言ってよい。「ヴィーゼリ

は自分の身に何が起こったのか分からなかつた。お母さんの声を最後に聞いて以来、誰もこんな

ふうに話しかけてくれる人はいなかった。まるでアンドレースの言葉と物腰のうちに、お母さん

の愛がまた戻って来たみたいだった。子どもは思わず、両手で彼の手を握りしめた。ちょうど、

お母さんがいつもしてくれたように。そのままの姿勢で、子どもはしばらくベッドのかたわらに

立っていた。あんまり幸せだったので、何も言うことができないまま、こう思った。『きつと、

お母さんもこれを知つて、喜んでくれてる』」(213)。この他の男性の人物も、子どもを守 り育て

る機能を代行することがある。誰はさておき、『ハイジ』のアルムおじいさんをまず挙げるべき

だろう。この人物は、ナポリで軍隊にいたころにも上官の介護をしていたとされるが、ハイジに

対してはまさに母親らしい心くばりを示す。

アルムおじいさんも、女性を所有せず、女性を必要としない。自らに帰属する母/妻 と

しての女性を。主婦ないし母親の機能は、おじいさん自身が受け持つことになっている。

乳しぼり、食事の時間や寝る時間、体を洗う時間の配分、そして食事の支度(腕 まくり

した腕をチーズの鍋に!)。 小さな子どもの世話も忘れてはならない。実にさりげなく、

あたりまえのように、おじいさんはヤギ飼いペーターと子育てを分担する。これらは、

文化的な観点からすると女性的なモチーフであるが、ここでは男性的な糊致(あごひげ、

太い腕、鋭い目)と 結びつけられている。また、父親めいた語り口(名 前を教えたり、

説明したりする言焦 さらにはハイジを学校にやるよう求めた牧師や、フランクフル ト

に行こうとしたハイジ自身に投げっけられる否定の言葉)も そこに加わる。

この作品には、男性の登場人物に女性的な機能を付与しようとする傾向が認められる。

フランクフル トのゼーゼマン家に仕えるゼバスティアンが、その一ヨ列である。l一 使用

人のうちでは、肯定的に描かれている唯一の人物でもあるが。10

つまりシュピー リは、子ども向けの作品において、規範的なジェンダー役割に一貫して依拠して

いるわけでは決してない。彼女はそれどころか、自作に登場する女性の登場人物たちに、スイス

のブルジョワ女性運動が要求していた当の役割を割りあてているのである。その役割は、しかし

loUlrich(1995),5.19.
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当時のドイツ語圏の児童文学にあっては通例では見られないものであつた。それに対して、イギ

リスの児童文学においては、あるいはそこで理想化されて描かれた女性や子どもの姿においては、

シュピーリが描いた人物たちのモデルないし血縁が見出される。

4.「守護天使たち」

アメリカの文学研究者クローディア ・ネルソンは、ヴィクトリア期の児童文学を論じた 『少年

は少女になる』において、ヴィクトリア時代には心理社会的な女性性(womanlmess)が 支配的

になり、生物学的な女性性(femaleness)を 統括ないし搦除するようになったと述べている。そ

の経緯から、一っの元型的な女性像が生成した。《天使としての女性》である。それに対して男

性は、自らの生物学的な男性性(maleness)と 心理社会的な男性性(maiuiliness)の あいだの

葛藤に苦しむことが多く、その結果、はっきりとした輪郭をもつ統一的な理想像が形成されるの

は不可能となつたという。

女性性を具現化した 《家庭の天使》の像は唯一無二のものであり、この像はロンドンの

スラム街やクリミアの戦場までも、家庭的なオーラを持ち運んでいった。それに対して、

兵士であれ、騎士であれ、男らしさというものがただ一つ の理想的イメージに収敏する

ことはなかった。女性がもつぱら私的領域に関連付けられていることが、女性の力の源

と見なされた。不幸にも男性に生まれたために、もっぱら公的領域での活動を余儀なく

された男たちは、依拠するべき神話的な役回りを持たなかつた。家庭という場に強固に

根づき、記憶力と人間性を研ぎ澄ませた女性たちは 《元型》となつたが、それに対して

男性たちは 《大人》になるしかなかった。11

女性と子どもは政治的な力も経済的な力も持たず、それゆえに産業化の社会的影響について責任

を負うこともなかつたため、一 とネルソンは続けている 女性と子どもは 「男性的」な大人

社会への対抗社会を象徴する存在となりえた。それは、特殊的に 「女性的」だとされた諸価値、

すなわち優しさや思いやり、共同体精神や相互の敬意、精神的な平等などにもとつくトポスなの

である。女性にまつわる理想像は、現実の女性に、秩序をもたらし守り育てる使命を割りあてた。

物質的なレベルではなく心や精神に関わる 「修繕の仕事」である。だが女性の活動領域は、自分

自身の家の枠を超え、大都会のスラム街へ、さらには遠い国々への伝道にまで拡大していく。そ

のことによって、女性の活動は政治的次元を矧 昇した。とりわけ、プロテスタン ト系の団体に近

llNelson(1991),S.2
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いところにいた女性1稼 たちは、こうした女性のイメージを、自らの児童書の中に持ち込んだの

だった。当時の女性たちにとって、宗教的責務と日常生活とを一致させるべく常に努力せよとい

う敬度主義の要求は、その有効性を失うことがなかった。そして彼女たちは、その要求を社会的

なレベルでも貫徹させようとした。例えば、廃娼同盟の活動において。

子どもは、このような女性の世界に参与するものであった。子どもは無垢と自然とを体現した

存在であり、どれだけ困難な状況下においてもそうであつた。そして児童文学の中では、子ども

は女性とよく似た使命を背負わされたが、それだけでなく、ある種の糊 ―Jな力をも付与された。

「スズメとタカの重要性を等しいものと見なす福音派の立場は、子どもたちに父たちと同等とも

言える権力を付与することになつた。― ただ、その権力の性質は異なっており、それは母たち

に由来するものであった」。12こ の意味での子ども像に、シュピーリの描く人物像のいくっかは

合致する。例えば 『レーザ家の一人』のヴィンツェンツや 『みんなに慰めを』のエヴェリ、そし

て言 うまでもなくハイジである。

自らの無垢さによつて周囲を善へと変えていく子どもというモチーフは、例えば当時のベスト

セラー 『ジェシカの初めてのお祈り』(1867)に 見られる。その作者は、先に言及したヘスバ ・

ス トレットンである。彼女は英国冊子協会に属する最も重要な女性作家の一人であり、ロンドン

児童虐待防止協会の創設者に名を連ねていた。『ジェシカの初めてのお祈 り』の ドイツ語訳は

1871年 にベルンで出版され、1884年 にはすでに、バーゼルのシュピットラー社で第七版を数え

た。13この同じ出版社から、ス トレットンの別の作品も刊行されている。主人公のジェシカは路

上生活を送る少女であり、教育を受けずに育ち、宗教の知識もない。しかし彼女は、どんな貧困

の中にあつても失われなった生来の善意と無垢さによって、真のキリスト教の認識へと大人たち

を導くのである。素朴さゆえに偏見をもたず、自然に近いために周囲に幸せをもたらす子どもと

いえば、もう一人、フランシス ・ポジソン・バーネット(1849・1924)の 『小公子』(1886)の

セ ドリックがいる。みんなに嫌われている無愛想な祖父ドリンコー ト伯爵と引き合わされるとき、

この少年は七歳である。ハイジと同じように、彼は優しさと人壊っこさで祖父の頑なな心を溶か

し、その財産を貧しい人々のために使わせることにまで成功する。セ ドリックがもつ善良な性格

特性は、全て母親の善意と愛盾に由来しており、彼はこの母にきわめて緊密に関連づけられてい

る。セ ドリックの共感能力と思いやりは、もとより女性的な特性とされるものである。子どもに

おいては、男女の区別がまだあまり明瞭に区切られてはいないのだ,

12Ebd.
13独訳タイトルは細 誌餌 螂6b加'で ある。最初の独訳は1870年にハンブルクで出版される。その後、

さまざまな出版社から1922年までのあいだに多くの版が出された。
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5.詩 的 リア リズム

シ ュ ピー リと同 じ日割ざに生 き、同 じ信仰 を共有 して いたイギ リスの女性イ稼 た ち とシュ ピー リ

の あいだには、一つの大 きな差異があ る。例 えばヘ スバ ・ス トレッ トンは作 品の舞 台をイギ リス

の大都 会のスラム街 に設 定 したが 、これはプ ロテス タ ン ト系の伝 道団体 の主な活動 領域であった。

彼女 は都市生 活の弊害 を克 明に描 いた。 これはチ ャール ズ ・デ ィケンズが十 連の長編 小説で開拓

した分 野である。そのよ うな リア リズム文学を、同 時代の ドイ ツ語圏 の児童文学 は参照項 と して

持た なかつた。 もつとも、その事態 に、シュピー リ文学において都市 空間が抽象 的な文化空間 と

して しか姿を現 さない理 由を求 めるのが妥当だ とは思えない。 シュ ピー リの児童文 学作品に も、

貧 困その ものは頻出す るが、それ は常に 田舎の貧 困である。そ こで貧 困に苦 しむ姿が描かれ るの

は、農業や内職に従事 して 日銭 を稼 ぎつつ糊 口を しの ぐ人々ばか りで あ り、工場 労働 お よび都市

の貧 困 とい うもの を、シュピー リは 自らの文学世界 か ら完全に閉 め出 している。その理 由の一つ

が、シュ ピー リの読者が スイ スを舞台 に したアル プス物語 をもつば ら期 待 していた点にあ るのは

間違 いない。 シュ ピー リは ドイ ツの読 者を文橡 に作 品 を書L・ていた。それ は例 えば、『ハイ ジ』

の初 期の版では 「牧場」 を表す語 に 「アル プ」(Alp)で はな く 「アル ム」(A㎞)が 用い られて

いた ことや、また 「土曜 日」がSamstagで はな く北 ドイ ツ方 言のSomabendと な って いた経緯

な どか らも窺 える。14さ らに、1888年 以降に多 くの版 に採用 され、 しば しば各章の 冒頭 を飾 る

カ ッ トに使用 された ヴィルヘル ム ・クラウデ ィウスの挿絵 も、読 者の期待が どのあた りにあった

かを如実 に示 している。 それ らの絵 は例外 なくアル プ スの風景 を題 材 に しているのだO例 えば、

『グ リ トリの子 どもた ちは先へ進 む』では、アル プスの牧場の絵 の下 に、こんな文章 が続 いてい

た りす る。 「ケル ン旅行 の 日が来た。 〔…〕子 どもた ちはライ ン川下 りを楽 しみ 、大 きな動 物園を

隅々まで徹 底的 に探索 したのだ つた」(82)。 出版社 は、読者の期待 に応 えるため、本 の装rや 見

返 しにもアルプ スの風景 に由来す るモチー フをあ しらった。た とえ本の 内容が アル プスには関係

ない場合で さえも、

シュピー リが都市の貧困 と工場労働 を排除 した理 由 と しては 、彼 女が社会お よび経 済の変遷 に

対 して基本的 に保守的な立場 を維持 してい たこ とも考え られ る。シュ ピー リは、宗教的 な責務 に

接 続す ることによ り、近代化 が もた らす最悪 の影響 を緩和 しよ うと した。彼 女は、進行 す る世俗

化に対 して神へ の信頼 と祈 りとを対置 し、進行す る都 市化 に対 して村の伝統的 な社会構造 の意義

を強調 したので ある。

シュピー リ作 品におい て、 この伝統的秩序 を代表す るのは、牧師 とそ の妻、大佐夫人、裕福な

農夫やそ の妻 な どであ る。彼 らは昔 なが らの役 割 を守 り、貧 しい人 々に救いの手 を さし伸べ る。

14こ の点に関 しては、ローラン ト・リースの論考を参照nRis(1994),S.47£
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短編 『ラウ リの病 気 』(1890)で は 、道 を踏 み外 した ラウ リを少佐夫人が正道 に引き戻す。 『カン

ダー グル ン トの トー二』(1882)で は 、ジュネー ヴか ら来た貴婦人が トー 二の教 育費を提 供 し、

『グ リ トリの子 どもた ちは どこま で来たか』の片親 を亡 く した ファニ とエル ス リを、お金持 ちの

スタンホー プ夫人 が家 に引 き取 る。 こ うした女 性たちは、敬度 主義的 な態度 を典型 的に代表 して

もい る。彼 女たちは 自らの裕 福 さを神 の賜物 と、つま り神の意 にかな う生活 を送 つて きた こ との

報酬 と見な してい るが 、そ こか ら社 会 的責 務を も導き出す。 この ような女 性の こ とを、チ ュー ビ

ンゲ ンの民 俗学 者ヘル マ ン ・バ ウジンガー は、 「神 の高貴 なる信 託者」 と呼んで いる。 こ うした

女 性たちに対置 され る、新 しい拝 金主義 的な秩序 を代表す る人 々に、シュ ピー リは怒 りを隠 さな

い。そ もそ もシュ ピー リ作品 には、本 当に否 定的な人 物 はめつた に登 場 しないの だが、そ の例 と

して ロ ッテンマイ アー嬢 と並 んで一 『グ リ トリの子 どもたちは どこまで来 たか』 の 「ず ば

抜 けてお金持 ちな ピ ッケル氏 」 とその家族 が挙げ られ る。『ヴィルデ ンシュタイ ン捌(1892)の

クニ ッペル家 の人々 も、 ピッケル家 の人々 と同様 、社 会的な上昇 を遂 げた存在で ある。 こ うした

成 り上が り者 た ちを、シュ ピー リは、他人 にはお構いな しに自分の財 産を増やす こ と、上流 階層

へ仲 間入 りする ことだけ考 えて いる人 々 として、怒 りを込 めて描 いて いる。義務 教 育を終 えた ら

工場 で働 かなけれ ばな らな い とい う見通 しに脅か されて いるのは、上述 のフ ァニだ けでは なく、

短編 『おばあ さんの教 え の効用』(1886)の トリー二 も同 じで ある。 そ して工場 で働かな くて も

済む ことが、彼 らの姓 の輻 として櫃 づけ られてい る。

貧 困は、シュピー リの 時代 に も大衆 的な規模の現象で あつた はず だが、シュ ピー リ作品 にお い

ては一 例 えばヘ スバ ・ス トレッ トンの作品の場 合とは異 な り一 個 人的問題 として、個人的 に

解決 するこ とも可能 な もの と して描 かれ る。そ こで、ハイ ン リヒ ・ヴォル ガス トは、彼 女の貧 困

描 写について、以 下の よ うに書 き も したのだった。 「貧 困は、 どの作 品の中で もさま ざまな形 で

繰 り返 され るものの、説 得力 ある理 由づけがな され るこ とは一度 もな く、ただ並べ られて いる。

または、怠慢や ふ しだ らの結果 として、あるいは扶養者 の病 気や死 の結果 として説 明 され て

しま う。 これで はあま りに一 面的 だ,い や 、それ どころ力倒 錨的だ と言 うしか ない。 ともあれ 、

シュ ピー リ夫人の国 民経済 学の素 養 を吟味 しなければな らない義務は我hに はない し、この点 を

め ぐつて どちらが正 しいか争 うの は止 めに してお こ う」。15ヴ ォル ガス トは さらに、 シュ ピー リ

は 「現代 に背を向 けた反 リア リス ト」だ と批判 してい る。 この批判は、お そ らく少 しばか り修正

が必 要だろ う。貧 困へ の シュ ピー リの選択 的視線 は、現代 に背 を向けた結果では なく、現代へ の

反動 であつた。―l先 に述べ た よ うに、宗教的 な責務に接続 す ることに よ り、近代化 が もた らす

最悪 の影響 を緩和 しよ うとす る試 み だったのであ る。や は りこの点 において も、シュ ピー リは同

15ヴ ォルガス ト前掲書を参照℃Wolgast(Arun.6),S.218.
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日訓ざのイ ギ リスの女性作 家た ちと一致 している。

そ して、さらに もう一つ の一致 点がある。シュ ピー リの語 りの大きな特徴の―つ は、登場人物

を個性的 に性格づ ける能 力である。鋭 レ観 察に もとつ く簡潔 な細 部描写 によって、彼女 は人物の

性格 を浮 かび上 が らせ る。その筆致には常にユーモアが隠れ てい るか、また はヤ ギ飼いペー ター

の描写 に見 られ る ように、あか らさまにユーモ ラスである。 これ に関連 して、従来む しろ批判 の

契機 となつて きた ものを、む しろ肯定的に評価す ることが できるだろ う。あ るとき、ベ ッツィ ・

マイ ヤー宛 の手紙の中で、相 手の兄のコンラー トと交 わ した会話 にっ いてシュ ピー リは報 告 して

いる。 「私 たちは腹を割 って話 し合いま し為 もっ とも、お兄 さんは私 の言葉について 、何度 か

身震 いせず にはい られ なかつた ようですが。 一度 な ど、恐1布の あま り叫んでお られた ほ どです。

確 かに、おっ しゃることが正 しいのか もしれ ませ ん。ただ し、そ んなに俗 な言葉 づかいをす るの

さえ ご遠 慮 いただ けた らの話 ですが!と ね」。16実 際 、シュ ピー リ作 品には、 日常生活に密 着 し

た言 い回 しや 、砕 けた調 子の諦 歌な どが散見 され る。例 えば 『グ リ トリの子 どもたちは どこまで

来 たか』には、 しょっち ゅ う泣 きわめいてい る少女 リク リと幼児 ハンス リに対 して、こんな歌が

歌われ る場面 があ る。

リク リとハ ンス リ、

お まえ ら、ほん との姉弟みたい。

ツグ ミみ たい に歌 うけど、

聞いた ことな いほ どやか ま しい。(66)

その ような話 し言葉への接近 、そ して ときに無教養 な人々の言語 への接 近は、当時の ドイ ツ語圏

の児童 文学におい ては、決 してあた りまえに見 られ る ものではなか つた。ほほ唯 一の例外 として、

ヴィンター トゥールの芸術家 ・作家 のア ウグス ト・コmデ ィの名 を挙げ ることができ るだろ う。

や は りスイスの ドイツ語圏の 出身者で ある。そんなわけで 、オ ッテ ィー リエ ・ヴィル ダームー ト

が1859年 に、長 期滞在 す るべ くスイスに旅行 した娘 に宛 てて書いた手紙の内容は、 も しかす る

と的を射ていたの かも しれない。 「も う―つだ け、アグネ ス。 こ こだけの話。理 由は よく分か ら

ないのだけれ ど、スイ スでは若 い人 たちが相 当ぶ しつ けに、 うちの国では無礼だ と見な され るよ

うな話 し方をす る ことがあ るらしい。そ こには、何 か しら感染 力があ るよ うなのです。 ま さに、

そ うい う若い人た ちに悪意 はない とい う理 由で。も しそんな場面 に出 くわ した ら、と りわ け年配

の独 身 女性 とお話 しす る ときには、汚染 され ない よ うに気 をつ けな さい。礼儀 と道 徳に対す る、

16シュピーリからベ ッツィ ・マイヤー宛、1864年6月7日 。Lesarten,5.239.[同 書付録15番]
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女 ら し い1真 み と恥 じ ら い に 対 す る 鋭 敏 な 感 覚 を 失 わ な い よ うに 〔… 〕」。17す な わ ち シ ュ ピー リ は 、

自 ら の 児 童 文 学 の モ デ ル を 、 並 外 れ て 道 徳 志 向 の 強 い ドイ ツ 児 童 文 学 に 求 め た わ け で は な か っ た

のtそ うい う文 学 は 、 ロ ッ テ ン マ イ ア ー 嬢 に な ら お 気 に 召 し た か も しれ な い が 。 む し ろ 、 リ ア

リ ズ ム 文 学 の 流 れ を 汲 む 、デ ィ ケ ン ズ の 影 響 を 受 け た イ ギ リ ス 児 童 文 学 こ そ が シ ュ ピー リ文 学 の

お 手 本 で あ っ た 。 シ ュ ピ ー リ は 英 国 の 児 童 文 学 を 自 己 流 に 受 容 し 、部 分 的 に は 一 特 に 舞 台 設 定

に つ い て は 自 分 の 読 者 に 合 わ せ て 味 っ け を施 し た 。 こ う し て 彼 女 は 、 ドイ ツ 語 圏 の 児 童 文 学

に 、 新 しい 風 を 持 ち 込 ん だ の で あ る 。
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訳者 解題

本訳稿は、2001年 にヨハンナ ・シュピーリの没後百周年を記念してチュー リヒで開催された国際会議での

報告をもとに編まれた論集 『ヨハンナ ・シュピーリとその作:PpA』(2004)に所1又の論文の うち、ヴェレーナ ・

ルッチュマン氏の論考の全訳である。氏は現在、スイス児童メディア研究所*1の 研究員としてスイス児童文学

の研究に携わつておられる。本論考の画期的な点は、1970年 代の後半か ら進められたシュピー リ伝記資料の

発掘作業*2と 、その成果を土台にして1990年 代に本格化 したジェンダ」論的な 『ハイジ』研究の流れを綜合

的に獺 敢しつつ、シュピー リの児童文学作品全般へと視野を拡大した点にある。 とりわけ、同時㈹イギリスの

児童文学 との平行関係に着 目した点はきわめて斬新であり、今後のシュピー リ研究は本稿で提示されたテーゼ

を一つの軸 として推移していくであろうと予測される。本誌への翻訳掲載を快諾 してくださったル ッチュマン

氏に感謝を申し上げたい。

なお、原文は後注形式であるが、ここでは全て脚注に変更している(必要 と思われる場合には、注の内容に

書誌情報等を適宜補った)。また本文中の各節の小見出 しには通 し番号を付 した。

*lhttp=〃www.sikjm.ch/
*2そ のうち

、本文中でも参照されているC―F・ マイヤーの往復書簡は、ともすれば 「八イジ」の像と同一視

されがちであつた作家シュヒ.一リ像の転換を企図 したもので、後の研究方向の流れを決定づけた契機として

重要である。VgLZeller(1977).
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